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ライチョウ(LagopusmutusjaponicusCLARK.)は昭和30年に国の特別天然記念物に
指定された。
その分布は赤石山脈（いわゆる南アルプス)，木曽山脈（いわゆる中央アルプス)，飛騨
山脈（いわゆる北アルプス)，白山火山脈（白山）等で，府県別にしてみると新潟・富山
・石川・長野・岐阜・山梨・静岡の7県にわたっている。北限は朝日岳，南限は仁田岳，
西限は白山，東限は富士山である。
古来，高山の珍鳥として有名で，その保護策が各地で立てられているというものの益々
減少するばかりである。
白山では，昔はかなり多数生息していたらしいが，今ではその姿をみない。大正の終り
頃，すでに絶滅に頻していたといわれる。
富山県では昭和36年にミ県烏ミに指定し，その保護に力を入れていて，現在のところ，
県下では立山を含め33の山で生息が確認されている。立山におけるライチョウは繁殖期に
は2300m以上の地域に限って見られ,6月にハイマツやミヤマネズの樹高40cm以下の場
所を特に選んで営巣し，3～7個（平均6個）産卵する。孵化率は100％に近いが，家族
群の崩壊する10月頃までにその60％以上のものが死亡し，翌年の繁殖期まで生存する個体
は雛の1割余で非常に少ない。しかし，生産量が少ないかわりに親の死亡率も小さく，現
在のところ，ほ蟹平衡を保っているようである。冬期は少々下部まで漂行するが，標高
2000mの美松坂以下で見られた記録がない。立山全域のライチョウの個体数についての調
査はないが，富山県の調査地に指定されている浄土山周辺では湯浅等によって調査が進め
られていて，立山のうちでも特に多く，こきに定住性の繁殖なわばりを形成しているもの
と漂行性の侵入者等を合せて81個体が確認されている。
すなわち，現在のところ立山では非常に生息密度が高いわけであるが，最近の急激な登
山者の増加が，ライチョウの生息をおびやかしている事実は明白であり，今のうちに保護
対策を考えておかねばならない時期にきている。
今回の報告にあたり，筆者の一人湯浅は県で鳥獣行政を担当している関係で，天然記念
物に指定されている鳥獣や保護鳥が拾得された場合，違反捕獲物でないかどうかを確認す
る立場にあり，本報告のライチョウの死体も昭和42年10月23日，標高2340mの天狗平にお
いて登山者によって拾得され，と貫けられたものである。
この個体は雄の成鳥で，夏羽より冬羽えの換羽中のものであった。（写真1）
解剖の結果，健康体で事故死したものと推定され，体部測定は第1表のとおりである。
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写真1立山天狗平で拾得されたライチョウ（昭和42年10月23R)
一一
こ~~~二一
■■■
写真2同上ライチョウの喋のうとその内容物
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里見はこのライチョウの喋のうの内容物（写真2）を精査した結果，それらは第1図に
図示した種類の果実・種子・芽・枝先と同定した。
それらは図でみられるように，ほとんど原形のま嵐で出て来たので，事故死したのは摂
食後あまり時間が経過していないことが推察出来る。
次にそれらの重量比を第2表にまとめた。
第2表食物分析表
篝窯鰯靜“:蓋'§篝’ 83.5％???
’アオノツガザクラ枝葉（第1図C) 12.4％1.279
’クロウスゴ枝（第1図D) 3.4％0.359
0．05gマルバウスゴ果実・枝葉（第1図E) 0.5％
｜，"‘’ミネズオウ葉・枝（第1図F) ().2％
検出できた種類はわづか5種にすぎない。最も多く摂食していたのがウラジロナナカマ
ドである。果実・種子・芽を合せて83％という高率をしめしていて二位以下と大きく差が
ある。しかし，分類学上よりみると，アオノツガザクラ・クロウスゴ・マルバウスゴ・ミ
ネズオウの4種はいづれもツツジ科のもので,従来の報告をみても（第3表）ライチョウ
はこの科の植物をよく食べている。
一般にライチョウは夏がすぎると，葉より果実の啄食が多くなるといわれているが，ウ
ラジロナナカマドの果実・種子が全量の79％をしめるということはこの点を裏づけている
ものと思われる。
しかし，同じ時期に得られた食性についての報告とくらべて，かなり内容に相違がみら
れるのは，他の報告で量的に多いミヤマハンノキ・ガンコウラン・コケモモがみられな
い。また，ツガザクラ・オオバスノキ・クロマメノキ・イワヒゲ・コメバツガザクラ等も
食べていない。拾得された天狗平付近に，これらの種類が生育していないとは考えられな
いので，何故少量でも摂食していなかったのか疑問が持たれるが，たぎ一羽だけの結果か
らは何とも結論が出されない。
次に検出したマルバウスゴについて一言する。この種の枝は無毛であるが，第1図Eに
図示したものには明らかに短軟毛が少量みられ，同定するに当って迷ったが，枝には稜角
があり，葉の形状・鋸歯の状態・葉脈の状況等マルバウスゴとよく一致する。又，立山に
は本種が産することが知られている。
最後に，従来，ライチョウの食餌として報告されている植物を目録にまとめてみた。
（第3表）
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（6）
Rosa"aeバラ科
Aγz"zczfs"""sヤマブキシヨウマ(6),D"'"SOCfOle"/"var."Siα"“チヨウノスケ
ソウ（4，5，7)，彫αg"""〃""獅鰹ノウゴウイチゴ(6),Ge"''z"""o少"y"況加var．
s“""姥"Scミヤマダイコンソウ(6),G.j""""α〃”チングルマ(6,7),Po""-
〃ﾉα〃αg"'jOi"Svar．"g"S〃エチゴキジムシロ(6－イチゴキジムシロと書かれてい
るが誤記と思われる),R''z"s"""γ“ミヤー マキンパイ(6),R"6zIs""""sベニバナイ
チゴ(6)，釦γ6zfs"z"sz"w"γ‘"Zαウラジロナナカマド(6,7),S.s"fzb"c枕"αタカ
ネナナカマド（4，5，6，7）
Leguminosaeマメ科
As"αgaJ"sα"sz"'gg潅ムラサキモメンズル(8),O"'"o"s"加漉“オヤマノエンドウ
（4，5，7）
Geranin(Yaaeフウロソウ科
G"""""yeSoc"SeVar.""0"ic""ハクサンフウロ(6)
Oxnlidaceaeカタバミ科
Ox""s""#ose"αコミヤマカタバミ(6)
Empetraceaeガンコウラン科
Enz"fγ"”〃増γ"”var.jtz加"czwzガンコウラン(2,3,4,5,6,7)
Guttiferaeオトギリソウ科
鋤p"jc"fz""""オトギリソウ(7),",""sc""""加イワオトギリ(6)
Viola"aeスミレ科
Woﾉα師〃oγαキバナノコマノツメ(4,5,7),V.6""is"'"ﾉ“αオオバキスミレ(6)
Umbelhferaeセリ科
Os""c"沈刀0γg漉虎ミヤマニンジン(6,7),"""ααJ@z"z"z"j"りj"“"”ハクサンボウ
フゥ（6）
Cornn(paeミズキ科
C"""sc"zadEF@sisゴゼンタチバナ(6)
GamOpetalae合弁花類
Diapensiaceaeイワウメ科
s加γ"αsoJm""oi"sイワカガミ(6)
Pyrolaceaeイチヤクソウ科
砂γ0ﾉαj秘""z""ベニバナイチヤクソウ(8)
ETi""aeツツジ科
Aγc"""""z〃コメバツガザクラ(4,5,6,7),Aj'cfo"s"/が""Svar.j"OWiC"Sウラ
シマツツジ(4,5,6,7),C(zssiopeノycoj""oidEsイワヒゲ(4,5,7),G""舵”α
α此”#〃砥アカモノ(6),G.wW""α"αシラタマノキ(4,5,6,7),H""""邦g"α
s"""iα"αジムカデ(8),Le"coMoegγαyαf"var.g/""ci"αウラジロハナヒリノキ
(6),Loise"""'"""6g妬ミネズオウ(4,5,6,7),P"y"odo"""""ツガ
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ザクラ(4,5,6,7),P.""o"caアオノツガザクラ(5,6,7),R"odo"""0"
”γ“”キバナシヤクナゲ(4,5,6,7),R.6"""yc"""ハクサンシヤクナゲ(6),
Tγ幼e＃nJ"α6γαc彫α”ミヤマホツツジ(6),V""i""”〃γﾒ"郷ウスノキ(7),V.
o"ロノ枕"""クロウスゴ(4,6,7),V.s〃加蹴α"""zマルバウスゴ,V.s"zα"ガオオ
バスノキ(6,7),V.sw""〃var.gJ"67'z""スノキ(4,5,7),Ⅸ〃"g"OS況獅クロ
マメノキ（4，5，6，7)，肱〃"gj"os""var."J""""コバノクロマメノキ(6),V.
"j"s-im"コケモモ(2,3,4,5,6,7,8),V.y""beiアオジクスノキ(6)
Gentiana"aeリンドウ科
Ge"j""sc"6γαvar.6""'g"jリンドウ(7)
Scrophulariamaeゴマノハグサ科
盈ゆ""""zsig"isミヤマコゴメグサ(6),励磁CZz/"iSC""ZiS"iSvar.j"OWiC"ヨツ
バシオガマ(6),Vなγ0邦zCα〃""""ヒメクワガタ(6),V.sc〃""""Wqvar.6α卯α‐
”α"αミヤマクワガタ（6）
Compositaeキク科
Afwic"z"@"J""jzsisvar./sc""os"yjウサギギク(6),A"""sjα"0"”〃y"αヒトツ
バヨモギ(6),A."""c"ﾉCsαミヤマオトコヨモギ(6,8),A.si"α池D@sisタカネヨ
モギ(6),C"siz"'zs'.アザミの一種(7,8),""zzci""""c"""ミヤマコウゾリ
ナ(6),I",,jS(""""var."/"iCO/αタカネニガナ(6)(7の恥"issp.はタカネニ
ガナであろう),""is"""ioi"'var."/"Z(zタカネコウゾリナ(6),S"zJss""
オガ〆”αヤハズヒゴダイ(8),So""go〃〃g"~zzz"'e"Var."s/α"Caアキノキリンソウ
(4,5,7),S.""g[z""""var.gi"zr"ミヤマアキノキリンソウ(6)
Monocotyledoneae単子葉植物
Gramineaeイネ科
Ca/α""gj'os"sノ"zgs"07ガ"イワノガリヤス(6),Desc〃α""siα〃“"Csαコメススキ
（6）
Cyperaceaeカヤツリグサ科
C"""""""γ力αシヨウジヨウスゲ(6),C.""ﾉ"ん"αミヤマカンスゲ(6),C.
s彫"α"ｵ”イヮスヶ（8）
Juncaceaeイグサ科
L潅郷ﾉαo"g""〃αタカネスズメノヒエ(6)
Lilia"aeユリ科
Hゼノowiolsiso"e"＃α"sショウジョウバカマ(6),M"α"f舵"z"'”α"α/”"”マィズルソ
ウ（7）
Orchidaceaeラン科
W"α祇膨γα”､α"”γj"Oγ""var.wz"""""icziα"αタカネサギソウ(4,5,7)
以上，われわれは立山でライチョウの死体が拾得された機会にその食餌植物を報告した
が，このようなことが無ければ螺のうの内容物を検査する等は不可能である。特にライチ
ョウは閉鎖的な留鳥であるだけに，その食性も地域的なフローラに左右されるから，保護
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増殖，人工飼育のための指針となるものと考え，あえてこの文をまとめた次第である。
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（79頁よりつぎく）
421.Li"""”zα“/α""THuNB.var.""'""(KER-GAwL.)OHwI(B)えぞすかし
ゆり
422.L.r@g"oJoi"sA.GRAY(Mk,Pn)くるまゆり
423．ハ化jα"ｵ膨"z"zd"""""(WooD)NELs.etMAcBR.(Mk,A,KP,S,B,Ku,Y,
Ko,Kf)まいづるそう
424.P"is"""""""M.v.BIEB.(H)くるまばつくばねそう
425．劫〃gO"〃""""f"eFIscH.(B)ひめいずい
426.P.""""zj"z(MILL.)DRucEvar."zα獅･"oz"icz"(FR・ScHM.)KoIDz.(S,B,
Ko)おおあまどころ
427.Tγ"""”〃α"SC""C""PALL.(Pi)おおばなのえんれいそう
428．腕γαか""g""dM/r"""(MAxlM.)LoEs.fil.(Ku)ばいけいそう
Iridaぐeaeあやめ科
429."ise"scz"THuNB.var.slo""@e(z(MAKINo)NAKAI(Mk,Po,S,Ki,B,Ku,
Ko,O)のはなしょうぶ
430.I.j"zjig""FIscH.(Ki)かきつばた
431.I.sefos"PALL.(Mk,Mn,Po,O)ひおうぎあやめ
Orchidaceaeらん科
432．”幼αc"s′α力j"os"FRANcH・etSAv.(A)えぞすずらん
433.Gym""咋漉αcolzolse"(LINN.)R.BR.(Ma,A,Mn)てがたちどり
434.Oj'c"s""sｵafaFIscH.(A,Us)はくさんちどり
435.m"""舵γαcho"si"zq(CHAM､)REIcHB.fil.(Mk,Ma,A)たかねとんぼ
436．皮’"efα〃/b"αF.MAEKAwA(S,Ki,Kt)えぞちどり
437．P.01"y"""sFR.ScHM.(Pi)きそちどり
438.P.〃”ﾉoj"sLINDL.(Pi,Uj)ほそばのきそちどり
439．P.加/Ogﾉo＃"sMAxIM.(Ku)みずちどり
440.Pogo"""加卯jczREIcHB.fil.(Ko,Uj)ときそう
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